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２．ふるさと教育

②ふるさと教育の取組

○「ふるさと米子の先人に学ぶ 郷土資料集」活用事業

本事業は平成２６年度に、本市の子どもたちが、ふるさと米子を誇りに思い、夢や希望を持

って自らの生き方を追求し、心豊かにそれぞれの人生を歩んでほしいという願いのもと、本資

料集の作成が始まった。学校への配布は平成２７年度から始め、児童生徒一人に一冊（上巻：

小学校１年生～４年生、下巻：小学校５年生～中学校３年生）配布し、主に道徳の時間に活用

している。また、各校では、新学習指導要領移行に伴う年間指導計画の見直しに当たり、特別

の教科道徳の年間指導計画に本資料集の活用について加えるように、本市教委にて指導・助言

しているところである。

○ゲストティーチャー（本市職員）による出前授業

総合政策部と学校現場が連携し、以下の資料（広報よなご２０１８年７月 No.160）のよう
な取組を、「シビックプライド」の一環として実施している。
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